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 分離膜は，材質，構造，分離機構など様々な観点から分類可能である。高分子緻密膜，パ

ラジウムなどの金属膜，ペロブスカイトなどのイオン伝導膜は非多孔膜に分類されるのに

対して，シリカ，ゼオライト，カーボンなどは多孔膜に分類される。無機材料は rigid な構

造を有するため，分子ふるい性に基づく高い選択性と透過性が実現される。ここでは典型的

な多孔材料であるシリカ系材料によるサブナノ細孔分離膜の現状と新しい展開について報

告したい。 
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